


令和５年度
事業報告書
令和5年4月1日～令和6年3月31日



特定非営利活動法人　印旛ここあんすの郷
デイサービス　しえるのお庭
居宅介護支援事業所　そらの樹
有料老人ホーム　ここあんすの家

デイサービス　しえるのお庭

本年度総括

令和5年度は前年度に引き続き、新型コロナウィルスに対する感染対策を実施しながらの営業となったが、昨年とは異なり自由度が増した一年となった。
自由度が高まったとはいえ、周囲での感染者の増減が耳に入ることも有り、感染対策を実施しながら、ご利用頂いている皆様へは可能な限り充実したサービス提供が可能な体制を整えるよう活動を行ってきた。特に屋外庭園を利用したカフェタイムや、庭園の散歩を行いながら気分転換と体力維持に努めた。前年度に引き続き感染対策上直接の各種会議を開催することが、次年度以降感染状況を踏まえながら充実した活動を実現させていきたい。
　本年度予定していた活動を実施出来たもの中止としたものを表にまとめた。屋内での活動だけでなく、定期的な外出活動を含め、利用者様のニーズに合わせたデイサービスの内容を提供できるよう心がけてきた。毎日のデイサービスの内容では、活動量低下による心身機能の低下を予防すべく、認知症ケア体操や理学療法士の指導の下、各自の運動を積極的に行うよう関わりを持ってきた。

活動内容
	月
	内容

	４
	お花見

	５
	お節句会（館内にて簡易に実施）

	６
	佐原水生植物園（中止）

	７
	七夕（短冊を飾るなどで簡易に実施）

	８
	処暑の音の会（中止）

	９
	敬老会（館内にて簡易に実施）

	１０
	運動会

	１１
	文化祭（館内にて簡易に実施）

	１２
	クリスマス会

	１
	新年会

	２
	節分会

	３
	ひな祭り会


１．定員　1日　　18名
２．営業日および提供時間帯
　　　営業日　　　　毎日　（年中無休）
　　　提供時間　　　9時20分～16時40分
３．登録者数及び実績
	
	登録者数
	実績

	令和5年　4月
	31名
	421名

	令和5年　5月
	31名
	422名

	令和5年　6月
	30名
	421名

	令和5年　7月
	30名
	430名

	令和5年　8月
	31名
	424名

	令和5年　9月
	31名
	427名

	令和5年10月
	32名
	448名

	令和5年11月
	31名
	434名

	令和5年12月
	29名
	366名

	令和6年　1月
	30名
	412名

	令和6年　2月
	29名
	406名

	令和6年　3月
	29名
	387名




今年度の反省点
・年間をとして感染対策を実施してきたが、今後感染対策が変化すると思われるので対応した対策を講じる必要がある。
・継続した感染対策を実施した上での利用者様個々の能力に応じたサービスの提供がまだ十分にできていなかった。
・感染対策を実施している事で利用者様のニーズを反映させることが十分に出来なかった。
・感染対策を意識することで全体的な活動量が低下し、機能低下が起こる可能性がある。

次年度の目標
・新たな感染対策を実施しつつ、職員を含めご利用者様の健康を維持する。
・利用者様とのコミュニケーションを充実させ、ニーズを最大限に引き出すように努める。
・利用者様のニーズに対して的確なサービスを提供できるように努める。
　・穏やかに過ごすことができる環境を整備する

居宅支援事業所　そらの樹

本年度総括

　昨年から引き続き感染対策を実施しながらの支援活動となった。職員の新型コロナウィルスへの感染はなく、ご利用者様ともに健康を害することはなかった。昨年度と異なり、支援活動を積極的に実施できるようになったため、新型コロナ流行前の支援に近い型式がとれるようになった。支援活動の自由度が増した上、Webを使用するなどしたご家族様、関係各所との連絡も円滑に行えるようになり支援方法の幅が拡大した一年となった。

１．営業日および営業時間帯
　　営業日　　　　　月曜日から金曜日
　　　　　　　　　　（国民の休日および12月30日～1月3日までを除く）
　　営業時間　　　　8時30分から17時30分
　　　　　　　　　　電話等により24時間連絡可能な体制とする

２．登録者数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月

	登録者数
	81名
	83名
	85名
	83名
	88名
	85名



	
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	登録者数
	89名
	90名
	88名
	89名
	87名
	93名



今年度の反省点および課題
・昨年度同様に利用者様およびご家族とのコミュニケーションには十分時間をかけてきているが、十分な状態とは言えない。できる限り利用者様、ご家族様のニーズを汲み取り、より満足度の高いプランを提供することが次年度への課題となっている。
・登録人数は大きな変動なく安定していた。香取市を中心に幅広い地域からご利用者様を獲得できるよう地域包括支援センターをはじめ各事業所との連絡を強化することが次年度必要となる。




有料老人ホーム　ここあんすの家


本年度総括
　本年度は外食およびその他の外出活動も徐々に増やすことができ、新型コロナ流行前の活動に近づきつつあるものの、ご家族様を交えたイベントは全て中止となった。特にご家族様の面会に関しては依然感染対策を十分に行った面会を、屋外（庭園を利用）にて短時間での面会を実施している。これまで感染対策上問題となることはなく、感染者を出さずにじっしできている。
屋外の園芸活動では利用者様が自ら野菜を栽培し、収穫までできている。密になることがないため、庭園での活動は継続実施出来ている。食事、入浴などの日々の生活の中では概ね満足度を得られている状態であるが、好みの味付けや入浴回数についてはさらなる検討が継続的に必要になっている。また、デイサービスと連携してお出かけや外食もできる限り取り入れ、利用者様のニーズにこたえるよう活動を行った。
　運営面では入居者数の増減および介護度の変化はあるものの、安定している。

行事内容
	月
	内容

	４
	お花見　

	５
	お節句会　　　　　　　　　　　　　

	６
	

	７
	七夕　　　　　　　　　　　　　　

	８
	処暑の音の会　　　　　　　　　　　中止

	９
	敬老会　　　　　　　　　　　　　　

	１０
	

	１１
	文化祭　　　　　　　　　　　　　

	１２
	クリスマス会　　　　　　　　　　　

	１
	新年会　　　　　　　　　　　　　　

	２
	

	３
	ひな祭り会　　　　　　　　　　　　



１．定員　　　　15名（15室）

２．タイプ　　　住宅型有料老人ホーム

３．入居者数および要介護度
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月

	要介護１
	2名
	2名
	2名
	3名
	3名
	3名

	要介護２
	3名
	2名
	2名
	3名
	3名
	3名

	要介護３
	2名
	2名
	2名
	1名
	1名
	1名

	要介護４
		2名
	4名
	3名
	2名
	2名
	2名

	要介護５
	6名
	5名
	6名
	6名
	6名
	6名



	
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	要介護１
	2名
	2名
	1名
	1名
	4名
	4名

	要介護２
	2名
	1名
	3名
	3名
	2名
	2名

	要介護３
	2名
	3名
	2名
	2名
	1名
	1名

	要介護４
	3名
	3名
	3名
	3名
	2名
	2名

	要介護５
	6名
	6名
	6名
	6名
	6名
	6名



今年度の反省点および課題
・利用者様一人一人のニーズをくみ上げるよう、今まで以上にコミュニケーションを深める必要がある。
・ご家族様との連絡は緊密にとるようにしてきているが、次年度は今まで以上に連絡を密にして、利用者様の状態をできる限り詳細に報告できるように心がけていく。
・感染対策上、ご家族様の面会などに一定の制限があるため、今まで以上に日々の生活をご家族様に伝える必要がある。積極的にSNSを活用し、情報発信するように心がける。






